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校歌の効果を探る 
～初の全校合唱（4部合唱）への取り組み～ 

 
横地美奈 

鳥取大学附属中学校  音楽科分野 
E-mail: yokoji-m@tottori-u.ac.jp 

 
YOKOJI Mina (Tottori University Junior High School): In search of the effect of singing a 
school song —An approach to the whole school chorus (Singing in four parts) of the 
school song for the first time 
 

要旨 — 今年は歌やリコーダーの制限がなくなり，引き続き読譜の授業は続けながら，「音楽

が好きになり，音楽を楽しみながら豊かな人生を送る生徒の育成」をめざし，新たな挑戦をしてみ

た。その中の一つが，「全校合唱への取り組み」である。曲は２年前に見つけた楽譜の「校歌（４

部合唱）」とした。どの職員も斉唱しか知らず，初めての取り組みとなった。全体での練習時間は

とれず，文化祭でぶっつけ本番となった。その後，アンケートを通して生徒の本校の校歌への思

い，また音楽の持つ力についてどう感じているか，アンケートから検証してみた。 

キーワード 校歌，全校合唱 
 

Abstract —  Having had removal of the restriction to play recorder and sing with 
the end of the Corona disaster I have tried new challenges this year aiming at 
training up students who can enjoy their lives prosperously with music. One of the 
challenges was an approach to the whole school chorus. I used the score of the 
school song (singing in four parts) of which I found two years ago in the school. 
Everyone of the school staff knew only a unison singing of the school song and 
hence singing of the song in four parts was the first trial in the school. No time for 
practicing of all the classes together had been available. Thus， we were forced to 
performing it without any rehearsal at the school festival. I validated effects of the 
trial by gleaning questionaries. 

 
Key words — School song， whole school chorus  

 
１．はじめに

 本校に赴任して４年目となった。過去３年はコロ

ナ対策として歌えない，吹けない，マスクを外せな

いという大きな規制の中，「楽譜を読むことで音楽

の世界は広がる。」という仮説を立て，読譜やアナ

リーゼの授業を進めてきた。赴任してすぐに行わ

れた入学式では校歌斉唱は行われず，ピアノ伴

奏だけが CDで流れた。本校出身の自分としては，
大好きな校歌だっただけに歌詞がない伴奏だけ

の CD に寂しさを覚え，「歌入りのＣＤがあれば新

入生の校歌への印象もまた全然違ったのに。」と

残念に思った。翌年，「校歌（４部合唱）」と書いて 
あるＭＤをみつけた。周りの先生に聞いてみたが，

誰も４部合唱の校歌の存在を知らなかった。ＭＤ

ラジカセがなかったので，専門業者に持って行き，

ＣＤにおとしてもらって聴いてみた。過去をたどっ

ていくと，私より３代前の音楽の先生が１７年前に

その音源を作成され，楽譜を持っていたことがわ

かった。さっそく楽譜セットをもらったところ，その

中に当時の鳥取大学の先生が編曲してくださっ

た自筆の４部合唱の楽譜が残っていた。この４部

合唱をしたらどんなに素敵だろうと思い，いつか

実現してみたいと思った。 
２年目の入学式では，蘇った１７年前の４部合

唱のアカペラの歌声に私の伴奏を合わせてもらい，

歌入りで流すことができた。この４部合唱には，周

りの先生方も初めて聴いて驚いたそうだ。私は，コ

ロナ対策の規制がとれたら，目の前の生徒の声で

録音していざという時のために備えたいと思った。 
 今までたくさんの校歌に触れてきた。時には，日
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本人学校でも海外で校歌を響かせてきた。どの学

校の校歌も，地域に根ざしたその学校にふさわし

い素晴らしい校歌だと思う。「校歌が響く学校にし

たい。」という校長先生にも何名か出会ってきた。

「校歌がしっかり響く学校はいい学校だ。」とも聞

いて来た。校歌は，その学校にとって特別なもの

だと思う。そして，校歌にはその学校の生徒の心

を一つにする力がある。 
 私は，「音楽の授業」と「校歌」はつながっている

と思う。教科書には載ってないが，たいていどこの

学校も音楽の授業の最初は「校歌を教えること」か

ら始まるのではないか。「なぜスタートが校歌から

なのか。」「校歌はなぜ大事なのか。」を今年は改

めて追求してみたいと考えた。 
 平成 29年告示の中学校学習指導要領（文部科

学省 2017）には，音楽科の目標として，「表現及

び鑑賞の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考

え方を働かせ，生活や社会の中の音楽，音楽文

化と豊かに関わる資質・能力を育成すること」とい

うのが示されている。さらに，「今回の改訂では，

音楽科において育成を目指す資質・能力を生活

や社会の中の音楽，音楽文化と豊かに関わる資

質・能力としている。日々の生活やその生活を営

む社会の中には，様々な音や音楽，音楽文化が

あり，人々の営みに直接，間接に影響を与えてい

る。したがって，生活や社会の中の音や音楽，音

楽文化と豊かに関わる資質・能力を育成すること

は，生徒がその後の人生において，音や音楽，音

楽文化と主体的に関わり，心豊かな生活を営むこ

とにつながる。」と記載してある。 

 私は，「校歌」も「音楽文化」の一つであると捉え

ている。校歌に関わるいくつかの資料を発見した

ことを機に，本校の校歌や日本としての校歌の起

源について調べ，研究テーマとして取り組むこと

にした。 

２ 研究の方法

楽譜を読むことを意識した授業は継続してどの

学年でも続け，１年生では楽譜の読み方を小学

校１年生から遡って学習する。校歌の音取りをし，

意味を理解する。２年生は曲の構造やパートの役

割などを学習する。今年度の３年生は１年次には

校歌，応援歌の意味調べをした。２年次には４部

合唱を聴かせたら挑戦してみたいと言ったので，

今年は全校で校歌の４部合唱に挑戦した（１年生

は斉唱）。その後，３年生を研究対象として気持ち

の変化や推移を検証する。また，３年間の授業の

集大成として，音楽への関心が高まったかアンケ

ートをとって，検証してみた。アンケート実施には

石村・石村（2017）を参考にした。 
 

２ 「校歌を歌おう」の取り組み

〈2020 年〉赴任したこの年は、外に出て歌うことを

許されてやっと１年生に校歌を教えることができた。

その後歌う機会はなく，卒業式のみ許可された。

「校歌斉唱」に３年間の思いを込めるよう「校歌」に

ついて 3 年生にアンケートをし，思いをまとめて音

楽科通信として配った（図１－１～図１－３）。校歌

が式で歌えたのは卒業式だけだった。 

〈2021年〉春休みに校歌の４部合唱の MDを発見，

昔の楽譜と４部合唱の原譜を手にした（図２，図

３）。入学式では１７年前の歌声と私の伴奏を合わ

せてもらい，校歌の４部合唱を流した。１年生は，

引き続き楽譜を読む授業を年度当初に行い（詳

細は本校紀要５３号を参照），校歌と応援歌の意

味調べを行った。（図４）卒業式も変わらず卒業の

うたはなく、3年生のみの校歌斉唱だった。 

〈2022年〉 

授業で校歌の４部合唱を聴かせ、３年生に楽譜を

配る。しかし、歌の授業を実施することが難しかっ

た。１年生には２年生が１年生の時に調べた歌詞

を掲示して意味を説明し、楽譜を読む授業を進め

た。４部合唱に取り組もうとしたが、コロナ感染予

防の規制により、実施できなかった。 

〈2023 年〉本年度より規制がなくなったので，初め

て始業式で歌ったが、歌声はあまり大きくなかっ

た。１年生は例年通り読譜の学習をして（図５，図

６），校歌を１年生は斉唱，２，３年生は４部合唱に

取り組んでみた。文化祭で初の全校合唱として全

員で歌うことになったが，全校での練習は時間的

なことやコロナ，インフルエンザの感染予防のため

できなかったので，各学年でほんの少し合わせ，

あとは子ども達の力を信じてぶっつけ本番で歌う

ことにした。（図７） 
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図１－１ 音楽科通信 年

      

図１－２ 音楽科通信 年

 
 
                           

図１－３ 音楽科通信 年

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２ 手にした昔の楽譜 年  
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図３ ４部合唱の原譜

図４ 校歌と応援歌の意味調べ（３年生が１年生の時）

図５ １年生の最初は小学校の内容から復習

図６ 教科書のリズム読み方を確認

図７ 本校初の全校合唱 

 
 
３．結果と考察

出入りのみの練習で声出しも指揮者，伴奏者と

の合わせもなく，ぶっつけ本番の全校合唱であっ

たが，生徒は全力で臨み，とても素晴らしかった。

１年生のみ斉唱だったが，きれいな４部合唱にき

こえた。その後，３年生を対象に音楽の学習につ

いてアンケートをとってみた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図８ 3 年生対象 2022 年 12 月実施 114/133 名 
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「音楽の時間が好き」（61.4％），「どちらかというと

好き」（36％），「どちらかというと好きではない」

（2.6％）という結果になった（図８。） 

 次に，ずっと継続して研究してきた「楽譜を読む

ことが感受に影響を与えるか」について聞いてみ

た。 
 
Q１:楽譜は読めるようになって役に立ちましたか？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 3 年生対象 2022 年 12 月実施 114/133 名 
 

「はい」(81.6％) 「いいえ」(18.4％) 

これは毎年行っているアンケートだが，昨年に続

いて楽譜が読めない生徒が最終的に 20％弱いて

しまうことは大きな反省点である（図９）。 
 
 
Q２:楽譜が読めるようになって具体的にどんなこと 

に生かされたり役に立ったりしましたか？ 
 
〈アンケートより〉 

 

Q３: 今年は文化祭で学年合唱を復活し，更に初の 
全校合唱に挑戦しました。感想を教えてください。 
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Q４:校歌の好きな部分と理由を書いてください。 
 

 
 
Q５：音楽科の学習を通して，どのような力が身に

つけられると思いますか。これまでの学習を思い出

して書いてください。 
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昨年までの研究の流れもあり，アンケートの内

容は多岐に渡った。「学年合唱・全校合唱」は，今

までコロナ対策で規制された分のパワーが一気に

噴き出したかのようなパワーのある合唱で，感動し

て涙を流す保護者の方もいた。アンケートからも

「楽しかった。」「感動した。」「心がひとつになるの

を感じた。」という，生徒の満足感と喜びが溢れ出

ている感想ばかりだった。しかし，私のアンケート

のとり方が悪くて，「校歌を歌ったことによって何が

変化したか。」と内容については，「合唱自体がよ

かったのか。「校歌という選曲がよかったのか」そ

れとも「4部合唱はよかったのか」という部分があや

ふやになってしまった。校歌の効果としては，生

徒の感想から読む限りは，「一体感を感じた」「附

中生としての誇りを強くした」という部分かなと感じ

ている。 

 

「何故初の全校合唱曲が校歌なのか。」 

 身近であること，思いっきり歌ってほしかったこと，

４部合唱の楽譜を見つけたこと，また歌えなくなる

日のために録音を残しておきたかったこと，それ

が全校生徒の声であってほしかったこと，など

様々な理由がある。でも，どうして自分がここまで

校歌にこだわるのか，校歌を大切にしているのか

はっきりしなかったため，校歌の歴史と影響につ

いて調べてみた。歴史について調べていくうちに，

なぜ校歌なのか答えが心の中に浮き上がってき

た。 

簡潔に言うと，校歌は「アイデンティティ・ソング」で

ある。「校歌を『うたう』という行為は，自分がどこの

地域の，どこの学校に通っている・いたのか，自分

がどういう存在であるのかを示すことにつながる。

期待される児童像・生徒像・あるいは将来像を歌

詞にうたい込んだ校歌をうたうことは，将来への期

待を含めた生き方の意思決定を促すことになる。

さらに全校児童・全校生徒，地域社会の人々で一

斉に同じ校歌をうたうことは，社会的なつながりを

自覚させる。」（「校歌の誕生」須田珠生著 より一

部抜粋） 

「日本を国民国家として出発させるにあたって，そ

こに属する国民のアイデンティティを作り出すこと

が最も重要な課題だったということです。そしてま

さにそのために音楽が必要とされたのです。（中

略）とりわけ『国民』が共有できる『国民音楽』を作

り上げ，それを皆でうたうことによって帰属意識や

連帯意識を高めてゆくことが，近代的国民国家を

作り上げてゆく上で大きな役割を果たしました。

（中略）明治期に作られた初期の校歌には，いろ

いろな意味で唱歌との強いつながりが保たれてい

ました。それは校歌が単なる学校の歌であるという
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以上に，国家体制の中で位置づけられていたこと

を意味しています。社会のあり方が変わっていく

中で，校歌というものが衰退するどころか，微妙に

その位置を変えつつ，相変わらず大きな存在感を

保ち続けているということです。（中略）その意味

では，校歌はそれだけ奥行きをもった，日本が誇

るべき一つの「文化」になりえていると言ってよい

かもしれません。」（「歌う国民 」渡辺裕著 より一

部抜粋） 

 この２冊の書籍を読んでいくことで，自分は，校

歌を全員で歌うことによって，学校の生徒の一員

であり，1 人ではなく仲間がいること，学校と自分

に誇りを持って生活してほしい，という願いをこの

全校合唱に込めたのだということが改めてわかっ

た。また，この楽譜を手にしたことで，昭和 34 年

（1959 年）9 月 11 日に校歌が制定されたことがわ

かり，1930 年代の日本の急激な校歌制定の波に

乗って作成されたことが想像できる。また，興味深

かったのは，1907年頃から東京音楽学校（現在の

東京芸術大学）が校歌の作成を委託されるように

なっているが，鳥取県と沖縄県のみ委託してない

ということ，そうするとどういうルートで作詞を土岐

善麿氏（国文学者，歌人，文学博士），作曲を平

井康三郎氏（作曲家）にお願いしたのか。本校は

もともと 1756 年に創立された「尚徳館」という藩校

であるので，その関係からなのか。1851 年に鳥取

藩１２代の藩主池田慶徳が「文武併進」の考えの

もと，学館の拡張整備にとりかかったそうだが，校

歌の歌詞に「文武併進」の精神があきらかに校歌

に反映されているのは大変興味深いと感じた。ま

た機会があれば，本校の校歌そのものを調べて

みたいと思った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．最後に

今年度はたくさんの新たな試みに私も不安で

いっぱいだった。大切なことは，この初の全校合

唱の発案こそ自分だが，その気持ちや意図を理

解し，協力してくれる仲間（自分の場合場合，学

校の先生方）がいてくれたからこそ実現できたとい

うことであり，根底にあるのは自分も含めた教員集

団の教育への情熱と生徒への思いである。これは，

きっと附属中学校の前身である「尚徳館」で生徒

を育成した先人の方々とはるか長い歴史が流れ

ていても同じであろうと思う。 

歌は，自分の殻を破り，人と人との心をつなげ

る力がある。コロナ禍で人と人との関わりが分断さ

れ，思うようにコミュニケーションがとれなかった目

の前の生徒達の心を，歌の力で再び強固に繋げ

たい。そして，音楽教育に携われることを誇りに思

い，これからも 1人でも多くの「音楽が楽しくて，好

きで，生涯音楽を楽しみながら心豊かに生きる生

徒の育成」を目指していきたい。校歌から読み取

った，本校設立より教育に携わってきた歴代の先

人の思いと教訓を胸にしっかり刻み，日々新たな

取り組みにチャレンジしながら更なる音楽の魅力

を伝えていきたい。 
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